
■単位数 ■使用教科書

■目標

■内容

■評価の観点とその趣旨

■指導計画

(3)

ア イ ウ エ ア イ ウ ア ア イ ウ エ オ カ ア イ ウ エ オ カ キ ア イ ウ エ オ

● ● ●

● ●

● ● ●

● ●

● ●

● ●

● ● ●

● ●

● ● ● ●

● ● ●

● ● ● ●

● ●

11 ● ● ●

12 ● ●

● ● ●

● ●

10

15

1510

10

（１）小テスト・定期テスト
（２）定期テスト・ワークシー
ト 15

（１）小テスト・定期テスト
（２）定期テスト・ワークシー
ト 15

アンケート調査の留意点を
理解して適切に実施し、調
査結果を適切かつ効果的に
用いて文章にまとめる（Ａ
(2)エ）

（１）小テスト・定期テスト
（２）定期テスト・ワークシー
ト

（１）小テスト・定期テスト
（２）定期テスト・ワークシー
ト

環境へのまなざし

人を指す言葉——自称詞・対称詞・
他称詞

アンケート調査をもとに書く

「である」ことと「する」こと

対立した意見をふまえて書く

異なる立場の主張について
共通点・相違点をつかみ、
多様な意見を踏まえて自分
の意見を書く（Ｂ(2)イ）

言語の探究

存在への問い

テーマを具体化・焦点化し
て掘り下げ、分析をもとに
考察を深め解決案を提示す
る（Ｂ(2)ア）

適切な問いを立てて必要な
情報を収集し、調べたこと
を整理してレポートの形式
に沿って書く（Ａ(2)イ）

言語と他者

テーマの具体化・焦点化

生物多様性の恩恵

問いを立ててレポートを書く

無常ということ

自由に考えを書く

月 単元名

対比しながら論じることの
効果を理解し、対比を効果
的に用い、特徴を明確にし
て書く（Ｂ(2)エ）

4

(1) (2) 書くこと 読むこと
言語活動

5

コミュニケーション
の手段

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等

メディアの変容

仮説を立てて主張を支える
ための根拠を探して検証
し、主張と根拠の関係を吟
味して必要な情報を集める
（Ａ(2)イ）

６

7

配当
予定
時数

相手に応じた適切な表現を
選び、語彙の難易度やニュ
アンスに注意して書く（Ａ
(2)ア）

教材

10

（１）小テスト・定期テスト
（２）定期テスト・ワークシー
ト

国語科年間指導計画【論理国語】

3単位

 (1) 知識・技能 実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けている。

論理国語（大修館書店）

 (2) 思考・判断・表現
「書くこと」、「読むこと」の各領域において、論理的，批判的に考える力を伸ばすとともに，創造的に考える力を養い，他者との関わりの中で伝え合う力を高
め，自分の思いや考えを広げたり深めたりしている。

 (3) 主体的に学習に取り組む態度

政治と社会

（１）小テスト・定期テスト
（２）定期テスト・ワークシー
ト

評価の観点及び評価方法

（１）小テスト・定期テスト
（２）定期テスト・ワークシー
ト

自己と他者

9

「贈り物」としてのノブレス・オ
ブリージュ

相手を意識して書く

ネットワーク上のコミュニケー
ション

対比して論じる

ポスト真実時代のジャーナリズム
の役割

仮説を立てて検証する

言葉を通じて積極的に他者と関わったり、思いや考えを深めたりしながら、言葉のもつ価値への認識を深めようとしているとともに、進んで読書に親しみ、言葉
を効果的に使おうとしている。

1 歴史と時間
これまでの学習で身につけ
たことを用いて自分の意見
を書く（Ａ(2)エ）

（１）小テスト・定期テスト
（２）定期テスト・ワークシー
ト

15



■単位数 ■使用教科書

■目標

■内容

■評価の観点とその趣旨

■指導計画

ア イ ウ エ ア イ ウ エ ア イ ウ エ オ カ キ ク

● ● 5

● ● 2

● ● 2

● ● 4

● ● 10

● ● 2

7 ● ● 2

9 ● ● 5

10 ● ● 5

11 ● ● 5

12 ● ● 12

1 ● ● 10

● ● 4

● ● 3

● ● 4

70

句の理解の深まりをまとめよう
『去来抄』

「行く春を」

（１）ワークシート
（２）ワークシート
（３）ノート

日記（二）

日記から心情を読み取る
堀河天皇の心情をまとめよう

『讃岐典侍日記』

「堀河天皇との別れ」

（１）ワークシート
（２）ワークシート
（３）ノート

物語（六）

特異な設定の物語を読む
大納言の悩みを説明しよう

『とりかへばや物語』

「父大納言の苦悩」

（１）ワークシート
（２）ワークシート
（３）ノート

☆

物語（六）

短編作品を味わおう

男の愛情を取り戻した理由を考

察しよう
『堤中納言物語』

「はいずみ」

（１）ワークシート
（２）ワークシート
（３）ノート

評論（二）

松尾芭蕉の句作の苦心や理念を理

解する

物語（五）

歴史物語のエピソードから文化を理

解する

道長と公任のどちらが上位か
考えよう

『大鏡』
 三舟の才

（１）ワークシート、定期テスト
（２）ワークシート、定期テスト
（３）ノート

史記の群像

友情の顛末を読み味わおう
鮑叔と管仲の心情を説明しよう

史記の群像

「管鮑之交」

（１）ワークシート、定期テスト
（２）ワークシート、定期テスト
（３）ノート

評論（一）

歌論を読み、作者の和歌の評価基

準を理解する

作者の和歌の評価基準を説
明しよう

『俊頼髄脳』
「歌のよしあし」

（１）ワークシート、定期テスト
（２）ワークシート、定期テスト
（３）ノート

諸家の文章

会話の返事の意味を理解する

蘇軾の返事の例の意味を抑え
よう

諸家の文章
「医薬談笑」

（１）ワークシート、定期テスト
（２）ワークシート、定期テスト
（３）ノート

読み比べる・夕顔
（１）ワークシート
（２）ワークシート
（３）振り返りシート

漢詩の鑑賞

古体の詩に表れた作者の思いを読

み取る
作者の気持ちを説明しよう

漢詩の鑑賞
「責子」

（１）ワークシート、定期テスト
（２）ワークシート、定期テスト
（３）ノート

少孺子の言葉の内容を理解し
よう

『説苑』
不顧後患

（１）ワークシート、定期テスト
（２）ワークシート、定期テスト
（３）ノート

6

物語（四）

長編物語の話の展開や心理描写を

捉える
物の怪のついてまとめよう

『源氏物語』
「夕顔の死」

（１）ワークシート、定期テスト
（２）ワークシート、定期テスト
（３）ノート

言語活動

江國の口語訳を味わおう

江國の口語訳を原文と比較し
よう

随筆（三）

宮仕え等の古典常識を確認する

「御簾を高く上げ」る行為はど
んな意味なのか

『枕草子』
「雪のいと高う降りたるを」

（１）ワークシート、定期テスト
（２）ワークシート、定期テスト
（２）ノート

5

言語活動

服装と色の意味

貴族の衣服と色のきまりを調
べよう

言語活動
「貴族の衣服と色」

（１）ワークシート
（２）ワークシート
（３）振り返りシート

逸話

古代の臣下の立場を理解する

評価の観点及び評価方法
配当
予定
時数

(1) (2) 読むこと

4

説話（二）
語句や語彙、用法を理解す
る

藤原保昌の伝説を調べよう
『宇治拾遺物語』
「袴垂、保昌に合ふ事」

（１）ワークシート、定期テスト
（２）ワークシート、定期テスト
（２）ノート

 (2) 思考・判断・表現
「読むこと」の領域において、論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし，古典などを通した先人のものの見方，感じ方，考え方との関わりの
中で伝え合う力を高め，自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができる。

 (3) 主体的に学習に取り組む態度
言葉を通じて積極的に他者と関わったり、思いや考えを深めたりしながら、言葉のもつ価値への認識を深めようとしているとともに、古典に親しむことで自己を向上さ
せ、我が国の言語文化の担い手としての自覚を深めることができる。

月 単元名

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等

言語活動 教材

国語科年間指導計画【古典探究】

２単位 精選古典探究（第一学習社）

 (1) 知識・技能 生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに，我が国の伝統的な言語文化に対する理解を深めることができる。

（1） 生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに，我が国の伝統的な言語文化に対する理解を深めることができるようにする。

（2） 論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし，古典などを通した先人のものの見方，感じ方，考え方との関わりの中で伝え合う力を高め，自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができる

よ

〔知識及び技能〕

（1） 言葉の特徴や使い方に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。

ア 古典に用いられている語句の意味や用法を理解し，古典を読むために必要な語句の量を増すことを通して，語感を磨き語彙を豊かにすること。

イ 古典の作品や文章の種類とその特徴について理解を深めること。

ウ 古典の文の成分の順序や照応，文章の構成や展開の仕方について理解を深めること。

エ 古典の作品や文章に表れている，言葉の響きやリズム，修辞などの表現の特色について理解を深めること。

（2） 我が国の言語文化に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。

ア 古典などを読むことを通して，我が国の文化の特質や，我が国の文化と中国など外国の文化との関係について理解を深めること。

イ 古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりについて理解を深めること。

ウ 時間の経過による言葉の変化や，古典が現代の言葉の成り立ちにもたらした影響について理解を深めること。

エ 先人のものの見方，感じ方，考え方に親しみ，自分のものの見方，感じ方，考え方を豊かにする読書の意義と効用について理解を深めること。

〔思考力，判断力，表現力等〕

ア 文章の種類を踏まえて，構成や展開などを的確に捉えること。

イ 文章の種類を踏まえて，古典特有の表現に注意して内容を的確に捉えること。

ウ 必要に応じて書き手の考えや目的，意図を捉えて内容を解釈するとともに，文章の構成や展開，表現の特色について評価すること。

エ 作品の成立した背景や他の作品などとの関係を踏まえながら古典などを読み，その内容の解釈を深め，作品の価値について考察すること。

オ 古典の作品や文章について，内容や解釈を自分の知見と結び付け，考えを広げたり深めたりすること。

カ 古典の作品や文章などに表れているものの見方，感じ方，考え方を踏まえ，人間，社会，自然などに対する自分の考えを広げたり深めたりすること。

キ 関心をもった事柄に関連する様々な古典の作品や文章などを基に，自分のものの見方，感じ方，考え方を深めること。



■単位数 ■使用教科書

■目標

■内容

■評価の観点とその趣旨

■指導計画

(3)

ア イ ウ エ オ カ ア イ ウ エ オ ア ア イ ウ エ オ ア イ ウ エ ア イ ア イ ウ エ

4 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 6

5 ● ● ● ● ● ● 8

6 ● ● ● ● ● 7

7 ● ● ● ● ● ● ● ● ● 6

9

10
● ● ● ● ● ● ● 14

11 ● ● ● ● ● ● 6

12 ● ● ● ● 7

1 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 5

俳句を作ろう
　俳句を作り、コンクールに提
出する。

筆者の主張に対
する自分の考え
をまとめる

「現代の『世論操作』」
(1)-ワークシート、定期テスト
(2)-ワークシート、定期テスト
(3)-振り返りシート、ノート内容

静岡県東部に文学館を作ろう
①文学館の企画書を作成する。
②自分の考えた文学館をプレゼ
ンテーションする。

①文学館の企画
書を作成する。
②自分の考えた
文学館をプレゼ
ンテーションす
る。

「神奈川県立近代文学館」の
リーフレットほか

川端康成「伊豆の踊子」
①川端康成の生涯を調べる。
②伊豆を舞台にした小説を味わ
い、地元の歴史も知る。
③作品の感想等を論じ合う。
④「伊豆の踊子」を利用した町
おこし」をプレゼンテーション
する。

①文学の映像化
についての是非
を論じあう。
②「伊豆の踊
子」を利用した
町おこしをプレ
ゼンテーション
する。

川端康成「伊豆の旅」
(1)-ワークシート、定期テスト
(2)-ワークシート、定期テスト
(3)-振り返りシート、ノート内容

太宰治「老ハイデルベルヒ」」
①太宰治の生涯を調べる。
②伊豆を舞台にした小説を味わ
い、地元の歴史も知る。
③作品の感想等を論じ合う。

太宰治「老ハイデルベルヒ」
(1)-ワークシート、定期テスト
(2)-ワークシート、定期テスト
(3)-振り返りシート、ノート内容

若山牧水の歌の鑑賞
①漂泊の詩人、沼津で生を終え
た牧水について調べ、歌を鑑賞
する。
②お気に入りの歌を選び、プレ
ゼンテーションを行う。
③「三島文芸」コンクールに応
募する。

①牧水の歌の鑑
賞文を、生涯と
照らし合わせて
発表する。
②「三島文芸」
コンクールに応
募する。

若山牧水の名歌集
若山牧水記念文学館のリーフ
レット

(1)-ワークシート、定期テスト
(2)-ワークシート、定期テスト
(3)-ノート内容

ビブリオバトル
　伊豆に縁のある作家や作品を
読み、面白かったものをビブリ
オバトル形式で発表する。

おすすめの伊豆
文学を紹介しあ
う。

「静岡県高等学校ビブリオバ
トル」のリーフレットほか

(1)-ワークシート
(2)-ワークシート
(5)-ノート内容

伊豆文学の概要
①伊豆や静岡県東部に縁のあ
る、作家・作品などを調べてま
とめる。
②プレゼンテーションも行う。

調べた結果をま
とめ、発表する

川端康成「伊豆の旅」ほか
(1)ワークシート
(2)ワークシート
(3)ワークシート

井上靖「あすなろ物語」
①井上靖の生涯を調べる。
②伊豆や沼津・三島を舞台にし
た小説を味わい、地元の歴史も
知る。

物語の感想を記
入する。

井上靖「あすなろ物語」
(1)ワークシート
(2)ワークシート
(3)ワークシート

評価の観点及び評価方法
配当
予定
時数

(1) (2) 話すこと・聞くこと 書くこと 読むこと

 (2) 思考・判断・表現
「話すこと・聞くこと」、「書くこと」、「読むこと」の各領域において、論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ば
し、他者との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにしている。

 (3) 主体的に学習に取り組む態度
言葉を通じて積極的に他者と関わったり、思いや考えを深めたりしながら、言葉のもつ価値への認識を深めようとしているとともに、進んで読
書に親しみ、言葉を効果的に使おうとしている。

月 単元名

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等
言語活動

教材

国語科年間指導計画【伊豆と文学】

　2単位 川端康成「伊豆の旅」（中公文庫）

　言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
(1) 実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けるようにする。
(2) 論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。
(3) 言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。

〔知識及び技能〕
　（1）言葉の特徴や使い方に関すること
　　 ア 言葉には、認識や思考を支える働きがあることを理解すること。
　　 イ 話し言葉と書き言葉の特徴や役割、表現の特色を踏まえ、正確さ、分かりやすさ、適切さ、敬意と親しさなどに配慮した表現や言葉遣いについて理解し、使うこと。
     ウ 常用漢字の読みに慣れ、主な常用漢字を書き、文や文章の中で使うこと。
     エ 実社会において理解したり表現したりするために必要な語句の量を増すとともに、語句や語彙の構造や特色、用法及び表記の仕方などを理解し、話や文章の中で使うことを通して、語感を磨き語彙を豊かにすること。
     オ 文、話、文章の効果的な組立て方や接続の仕方について理解すること。
     カ 比喩、例示、言い換えなどの修辞や、直接的な述べ方や婉曲的な述べ方について理解し使うこと。
　（2）情報の扱い方に関すること
     ア 主張と論拠など情報と情報との関係について理解すること。
     イ 個別の情報と一般化された情報との関係について理解すること。
     ウ 推論の仕方を理解し使うこと。
     エ 情報の妥当性や信頼性の吟味の仕方について理解を深め使うこと。
     オ 引用の仕方や出典の示し方、それらの必要性について理解を深め使うこと。
　（3）我が国の言語文化に関すること
     ア 実社会との関わりを考えるための読書の意義と効用について理解を深めること。
〔思考力、判断力、表現力等〕
   Ａ 話すこと・聞くこと
    ア 目的や場に応じて、実社会の中から適切な話題を決め、様々な観点から情報を収集、整理して、伝え合う内容を検討すること。
    イ 自分の考えが的確に伝わるよう、自分の立場や考えを明確にするとともに、相手の反応を予想して論理の展開を考えるなど、話の構成や展開を工夫すること。
    ウ 話し言葉の特徴を踏まえて話したり、場の状況に応じて資料や機器を効果的に用いたりするなど、相手の理解が得られるように表現を工夫すること。
    エ 論理の展開を予想しながら聞き、話の内容や構成、論理の展開、表現の仕方を評価するとともに、聞き取った情報を整理して自分の考えを広げたり深めたりすること。
    オ 論点を共有し、考えを広げたり深めたりしながら、話合いの目的、種類、状況に応じて、表現や進行など話合いの仕方や結論の出し方を工夫すること。
　 Ｂ　書くこと
    ア 目的や意図に応じて、実社会の中から適切な題材を決め、集めた情報の妥当性や信頼性を吟味して、伝えたいことを明確にすること。
    イ 読み手の理解が得られるよう、論理の展開、情報の分量や重要度などを考えて、文章の構成や展開を工夫すること。
    ウ 自分の考えや事柄が的確に伝わるよう、根拠の示し方や説明の仕方を考えるとともに、文章の種類や、文体、語句などの表現の仕方を工夫すること。
    エ 目的や意図に応じて書かれているかなどを確かめて、文章全体を整えたり、読み手からの助言などを踏まえて、自分の文章の特長や課題を捉え直したりすること。
   Ｃ　読むこと
    ア 文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理の展開などについて叙述を基に的確に捉え、要旨や要点を把握すること。
    イ 目的に応じて、文章や図表などに含まれている情報を相互に関係付けながら、内容や書き手の意図を解釈したり、文章の構成や論理の展開などについて評価したりするとともに、自分の考えを深めること。

 (1) 知識・技能 実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けるようにしている。



■単位数 ■使用教科書

新編「文学国語」（大修館書店）

■目標

■内容

■評価の観点とその趣旨

■指導計画

ア イ ウ エ ア イ ア イ ウ エ ア イ ウ エ オ カ キ ア イ ウ エ オ カ

4 ● ● 5

5 ● ● 4

6 ● ● 4

● ● 6

● ● 2

9 ● ● 6

10 ● ● 12

11 ● ● 6

12 ● ● 4

1 ● ● 16

2 ● ● 5

2 1 4 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 70

　□「書くこと」に関する指導の予定単位時間数
 時間（15～20単位時間程度）

　□「読むこと」の近代以降の文章に関する指導の予定単位時間数  時間（50～55単位時間程度）…… 53

創作
作品集の編集をしよう

クラスの作品集を編
集する

「クラスの作品集をまとめよう」
（１）-創作物
（２）-創作物
（２）-振り返りシート

……
17

古典
中国の歴史書から読書への関心を
持つ

漢文の表現に着目
し、項王の心情を読
み取る。

「四面楚歌」
（１）－ワークシート、定期テスト
（２）－ワークシート、定期テスト
（３）－ノート

小説
名作の優れた表現に触れる

Kが自殺した理由を考
える

「こころ」
（１）-ワークシート、定期テスト
（２）-ワークシート、定期テスト
（３）-ノート

小説
寓意を読み取ろう

登場人物の心情を読
み取る。

「山椒魚」
（１）－ワークシート、定期テスト
（２）－ワークシート、定期テスト
（３）－ノート

創作
短い小説を書こう

発想を広げて、短い
小説創作する。

「ショートショートを書こう」
（１）-創作物
（２）-創作物
（３）-振り返りシート

表現を工夫して創作
する。

「短歌・俳句に親しむ」
　十七音のパズル

（１）－創作物
（２）－創作物
（３）－振り返りシート

小説
表現の効果や工夫を理解する

登場人物の心情を読
み取る。

「待合室」
（１）－ワークシート、定期テスト
（２）－ワークシート、定期テスト
（３）－ノート

古典『源氏物語』
文学の魅力を味わう

登場人物の設定や描
写の仕方を捉え、読
みを深める。

「若紫」
（１）－ワークシート、定期テスト
（２）－ワークシート、定期テスト
（３）－ノート

7

短歌
表現方法を理解する

改作例と比較して
「共感」と「驚異」
をまとめる。

「共感と驚異」
（１）－ワークシート、定期テスト
（２）－ワークシート、定期テスト
（３）－ノート

創作
俳句をつくろう

随想
情景を読み味わう

筆者のメッセージ読
み取って、確認し合
う。

「飛ぶことを知っている魂」
（１）－ワークシート、定期テスト
（２）－ワークシート、定期テスト
（３）－ノート

創作
名曲から作者のメッセージを読み
取ろう

名曲から物語を書
く。

「名曲から物語を書こう」
（１）-創作物
（２）-創作物
（３）-振り返りシート

評価の観点及び評価方法
配当
予定
時数

(1) (2) 書くこと 読むこと

 (2) 思考・判断・表現
「書くこと」、「読むこと」の各領域において、深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばすとともに，創造的に考える力を養い，
他者との関わりの中で伝え合う力を高め，自分の思いや考えを広げたり深めたりしている。

 (3) 主体的に学習に取り組む態度
言葉を通じて積極的に他者と関わったり、思いや考えを深めたりしながら、言葉のもつ価値への認識を深めようとしているとともに、進
んで読書に親しみ、言葉を効果的に使おうとしている。

月 単元名

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等
言語活動

教材

国語科年間指導計画【文学国語】

２単位

 (1) 知識・技能 生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに，我が国の言語文化に対する理解を深めている。



■単位数 ■使用教科書

■目標

■内容

■評価の観点とその趣旨

■指導計画

(2) 話すこと

ア イ ウ エ オ ア ア イ ウ エ オ カ キ ア イ ウ エ オ カ ア イ ウ エ オ ア イ ウ エ オ カ 聞くこと

● ● ● ● ● 2

● ● ● ● ● ● ● ● 6 4

● ● ● ● ● 8

● ● ● ● ● ● 2 4

● ● ● ● 5

● ● ● ● ● ● ● 2 2

● ● ● ● 3

● ● ● ● 8

● ● ● ● ● ● ● 4 6

● ● ● ● ● ● 4

● ● ● ● ● 6

2

　□「話すこと・聞くこと」に関する指導の予定単位時間数  時間（20～25単位時間程度　※2単位換算） 20 46

　□「書くこと」に関する指導の予定単位時間数  時間（45～50単位時間程度　※2単位換算）

　□「読むこと」に関する指導の予定単位時間数  時間……

…… 20
…… 46

12

1

話し合う力をつけよう ファシリテーション 話し合いの様子・振り返りシート

表現を楽しもう 俳句 作品・振り返りシート

11

説得力のある提案をしよう プレゼンテーション 製作物・発表・振り返りシート

10

情報活用力を身につけよう 広報資料・新聞 製作物・発表・振り返りシート

9

「問い」を考えよう インタビュー ワークシート・振り返りシート

手紙 ワークシート・振り返りシート

7

表現と読書活動 ブックトーク 製作物・発表

広告・PR表現 製作物・振り返りシート

6

論理的な文章を書こう 小論文 小論文・振り返りシート

5

4

分かりやすく説明しよう 情報の整理・伝達 ワークシート・振り返りシート

「自分」を表現しよう 自己PRと面接 スピーチ・模擬面接・振り返りシート

評価の観点及び評価方法

配当予定時数

(1) (1)話すこと・聞くこと (2)書くこと (1) （２）
書くこと

 (2) 思考・判断・表現
「話すこと・聞くこと」、「書くこと」の各領域において、論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、実社会における他者との多様な関わりの中で
伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにしている。

 (3) 主体的に学習に取り組む態度 言葉のもつ価値への認識を深めようとするとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我が国の言語文化の担い手としての自覚を深めようとし、言葉を通して他者
や社会に関わろうとしている。

月 単元名

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 言語活動

教材

国語科年間指導計画【国語表現】

　2単位 国語表現（東京書籍）

　言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
(1) 実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けるようにする。
(2) 論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、実社会における他者との多様な関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。
(3) 言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。

〔知識及び技能〕
（1） 言葉の特徴や使い方に関する事項
   ア　言葉には，自己と他者の相互理解を深める働きがあることを理解すること。
   イ　話し言葉と書き言葉の特徴や役割，表現の特色について理解を深め，伝え合う目的や場面，相手，手段に応じた適切な表現や言葉遣いを理解し，使い分けること。
   ウ　自分の思いや考えを多彩に表現するために必要な語句の量を増し，話や文章の中で使うことを通して，語感を磨き語彙を豊かにすること。
   エ　実用的な文章などの種類や特徴，構成や展開の仕方などについて理解を深めること。
   オ　省略や反復などの表現の技法について理解を深め使うこと
（2）  我が国の言語文化に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。
   ア　自分の思いや考えを伝える際の言語表現を豊かにする読書の意義と効用につい て理解を深めること。
〔思考力，判断力，表現力等〕
Ａ　話すこと・聞くこと
　ア　目的や場に応じて，実社会の問題や自分に関わる事柄の中から話題を決め，他者との多様な交流を想定しながら情報を収集，整理して，伝え合う内容を検討すること。
　イ　自分の主張の合理性が伝わるよう，適切な根拠を効果的に用いるとともに，相手の反論を想定して論理の展開を考えるなど，話の構成や展開を工夫すること。
　ウ　自分の思いや考えが伝わるよう，具体例を効果的に配置するなど，話の構成や展開を工夫すること。
　エ　相手の反応に応じて言葉を選んだり，場の状況に応じて資料や機器を効果的に用いたりするなど，相手の同意や共感が得られるように表現を工夫すること。
　オ　論点を明確にして自分の考えと比較しながら聞き，話の内容や構成，論理の展開，表現の仕方を評価するとともに，聞き取った情報を吟味して自分の考えを広げたり深めたりすること。
　カ　視点を明確にして聞きながら，話の内容に対する共感を伝えたり，相手の思いや考えを引き出したりする工夫をして，自分の思いや考えを広げたり深めたりすること。
　キ　互いの主張や論拠を吟味したり，話合いの進行や展開を助けたりするために発言を工夫するなど，考えを広げたり深めたりしながら，話合いの仕方や結論の出し方を工夫すること。
B　書くこと
　ア　目的や意図に応じて，実社会の問題や自分に関わる事柄の中から適切な題材を決め，情報の組合せなどを工夫して，伝えたいことを明確にすること。
　イ　読み手の同意が得られるよう，適切な根拠を効果的に用いるとともに，反論などを想定して論理の展開を考えるなど，文章の構成や展開を工夫すること。
　ウ　読み手の共感が得られるよう，適切な具体例を効果的に配置するなど，文章の構成や展開を工夫すること。
　エ　自分の考えを明確にし，根拠となる情報を基に的確に説明するなど，表現の仕方を工夫すること。
　オ　自分の思いや考えを明確にし，事象を的確に描写したり説明したりするなど，表現の仕方を工夫すること。
　カ　読み手に対して自分の思いや考えが効果的に伝わるように書かれているかなを吟味して，文章全体を整えたり，読み手からの助言などを踏まえて，自分の文章の特長や課題を捉え直したりすること。
【言語事項】
Ａ　話すこと・聞くこと
　ア　聴衆に対してスピーチをしたり，面接の場で自分のことを伝えたり，それらを聞いて批評したりする活動。
　イ　他者に連絡したり，紹介や依頼などをするために話をしたり，それらを聞いて批評したりする活動。
　ウ　異なる世代の人や初対面の人にインタビューをしたり，報道や記録の映像などを見たり聞いたりしたことをまとめて，発表する活動。
　エ　話合いの目的に応じて結論を得たり，多様な考えを引き出したりするための議論や討論を行い，その記録を基に話合いの仕方や結論の出し方について批評する活動。
　オ　設定した題材について調べたことを，図表や画像なども用いながら発表資料にまとめ，聴衆に対して説明する活動。
Ｂ　書くこと
　ア　社会的な話題や自己の将来などを題材に，自分の思いや考えについて，文章の種類を選んで書く活動。
　イ　文章と図表や画像などを関係付けながら，企画書や報告書などを作成する活動。
　ウ　説明書や報告書の内容を，目的や読み手に応じて再構成し，広報資料などの別の形式に書き換える活動。
　エ　紹介，連絡，依頼などの実務的な手紙や電子メールを書く活動。
　オ　設定した題材について多様な資料を集め，調べたことを整理したり話し合ったして，自分や集団の意見を提案書などにまとめる活動。
　カ　異なる世代の人や初対面の人にインタビューをするなどして聞いたことを，報告書などにまとめる活動。

 (1) 知識・技能 実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けるようにしている。



■単位数 ■使用教科書

■目標

■内容

■評価の観点とその趣旨

■指導計画

ア イ ウ エ ア イ ウ エ ア イ ウ エ オ カ キ ク ア イ ウ エ オ カ キ

7 4

百人一首競技を楽しむ。

百人一首の和歌について調べ、発
表する。

令和６年本試験　漢文

令和６年追試験　古文

令和６年追試験　漢文

小倉百人一首

（１）小テスト、定期テスト
（２）定期テスト、ペアワーク
（３）百人一首レポート、
　　　グループワーク

8● ● ● ● ● ●● ● ● ● ● ●1
演習を通して古典の文章を
楽しむ

● ● ● ●

令和４年本試験　古文

令和４年本試験　漢文

（１）小テスト、定期テスト
（２）定期テスト、ペアワーク
（３）ワークシート、ペアワーク

11

令和４年追試験　古文

令和４年追試験　漢文

令和５年本試験　古文
10

令和５年本試験　漢文

令和５年追試験　古文

12
令和５年追試験　漢文

令和６年本試験　古文
4

● ● ●
日記や歴史物語の文章を読んで、
当時の人々の生活を知り、興味を
もったことを調べる。

● ● ●

10

10

令和３年第二日程　漢文

令和３年特例追試　古文

令和３年特例追試　漢文

10

演習力（選択肢の選び方、語
注・資料の利用の仕方、和歌の
解釈・修辞、文学史の知識）を
高める

● ● ● ● ●

漢詩の解釈についての疑問点を書
き出し、きまりについてまとめ
る。

令和２年追試験　古文

令和２年追試験　漢文

（１）小テスト、定期テスト
（２）定期テスト、ペアワーク
（３）ワークシート、ペアワーク

9

令和３年第一日程　古文

令和３年第一日程　漢文

令和３年第二日程　古文

令和３年第二日程　漢文

● ● ● ● ●

10

演習力（選択肢の選び方、語
注・資料の利用の仕方）を身に
付ける

● ● ● ● ● ●

●
和歌の解釈に必要な修辞技巧につ

いてまとめ、発表する。

（１）小テスト、定期テスト
（２）定期テスト、ペアワーク
（３）ワークシート、ペアワーク

6

平成31年追試験　古文

平成31年追試験　漢文

令和２年本試験　古文

令和２年本試験　漢文

●● ● ●

古典の作品や文章を読み、解釈に
関して疑問に感じたことについて
説明する。

平成30年本試験　古文

平成30年本試験　漢文

平成30年追試験　古文
（１）小テスト、定期テスト
（２）定期テスト、ペアワーク
（３）ワークシート、ペアワーク

6

5

平成30年追試験　漢文

平成31年本試験　古文

平成31年本試験　漢文

8

解答時間を意識して共通テスト
形式の問題に慣れる

●

●● ●

評価の観点及び評価方法
配当
予定
時数

(1) (2) 読むこと

4

古文、漢文解釈の基礎を固める
● ●

 (2) 思考・判断・表現
「読むこと」の領域において、論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし，古典などを通した先人のものの見方，感じ方，考
え方との関わりの中で伝え合う力を高め，自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができる。

 (3) 主体的に学習に取り組む態度
言葉を通じて積極的に他者と関わったり、思いや考えを深めたりしながら、言葉のもつ価値への認識を深めようとしているとともに、進んで読書に親し
み、言葉を効果的に使おうとしている。

月 単元名

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等
言語活動

教材

国語科年間指導計画【古典探究演習】

２単位 共通テスト＋センター試験国語過去問題　古典（尚文出版）

 (1) 知識・技能 生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに，我が国の伝統的な言語文化に対する理解を深めることができる。



■単位数 ■使用教科書

■目標

■内容

■評価の観点とその趣旨

■指導計画

(3)

ア イ ウ エ ア イ ウ ア ア イ ウ エ オ カ ア イ ウ エ オ カ キ ア イ ウ エ オ

● ● 3

● ● 3

● ● 2

● ● 3

● ● 3

● ● 3

● ● 3

7 ● ● 4

● ● 3

● ● 3

● ● 4

● ● 2

● ● 3

● ● 4

● ● 3

● ● 4

● ● 3

● ● 3

● ● 3

● ● 2

● ● 4

2 ● ● 5

70

「Ａ書くこと」に関する指導の予定単位時間 25
「Ｂ読むこと」に関する指導の予定単位時間 45

（１）定期テスト・小テスト
（２）定期テスト・ノート
（３）⑴と⑵への取り組み

「書くこと」
（２）オ

21民主主義とは何か
（１）定期テスト・小テスト
（２）定期テスト・ノート
（３）⑴と⑵への取り組み

「書くこと」
（２）カ

22「サル化」する人間社会
（１）定期テスト・小テスト
（２）定期テスト・ノート
（３）⑴と⑵への取り組み

テーマ５教育・政
治・福祉

「読むこと」
（２）キ

18教育力
（１）定期テスト・小テスト
（２）定期テスト・ノート
（３）⑴と⑵への取り組み

1

「読むこと」
（２）ア

19ローマから日本が見える
（１）定期テスト・小テスト
（２）定期テスト・ノート
（３）⑴と⑵への取り組み

「読むこと」
（２）イ

20老いる準備

15荷風を読んで
（１）定期テスト・小テスト
（２）定期テスト・ノート
（３）⑴と⑵への取り組み

「書くこと」
（２）ウ

16いまを生きるちから
（１）定期テスト・小テスト
（２）定期テスト・ノート
（３）⑴と⑵への取り組み

｛読むこと」
（２）カ

17ぬくみ
（１）定期テスト・小テスト
（２）定期テスト・ノート
（３）⑴と⑵への取り組み

11

「読むこと」
（２）エ

13生物多様性を問いなおす
（１）定期テスト・小テスト
（２）定期テスト・ノート
（３）⑴と⑵への取り組み

テーマ４思想・芸術

「書くこと」
（２）エ

14疾走する精神
（１）定期テスト・小テスト
（２）定期テスト・ノート
（３）⑴と⑵への取り組み

12

「読むこと」
（２）オ

（１）定期テスト・小テスト
（２）定期テスト・ノート
（３）⑴と⑵への取り組み

10

「書くこと」
（２）イ

11森林と自然
（１）定期テスト・小テスト
（２）定期テスト・ノート
（３）⑴と⑵への取り組み

「読むこと」
（２）ウ

12科学者心得帳
（１）定期テスト・小テスト
（２）定期テスト・ノート
（３）⑴と⑵への取り組み

「書くこと」
（２）ア

８行儀よくしろ。
（１）定期テスト・小テスト
（２）定期テスト・ノート
（３）⑴と⑵への取り組み

９

テーマ３科学・環
境・医療

「読むこと」
（２）ア

９環境問題の基本のキホン
（１）定期テスト・小テスト
（２）定期テスト・ノート
（３）⑴と⑵への取り組み

「読むこと」
（２）イ

10地球システムの崩壊

「読むこと」
（２）カ

６縦に書け！
（１）定期テスト・小テスト
（２）定期テスト・ノート
（３）⑴と⑵への取り組み

「読むこと」
（２）キ

７日本語を叱る！
（１）定期テスト・小テスト
（２）定期テスト・ノート
（３）⑴と⑵への取り組み

（１）定期テスト・小テスト
（２）定期テスト・ノート
（３）⑴と⑵への取り組み

5

「読むこと」
（２）エ

４笑い学のすすめ
（１）定期テスト・小テスト
（２）定期テスト・ノート
（３）⑴と⑵への取り組み

テーマ２言語・文化

「読むこと」
（２）オ

５哲学の現在
（１）定期テスト・小テスト
（２）定期テスト・ノート
（３）⑴と⑵への取り組み

6

4

テーマ１社会

「読むこと」
（２）ア

１国家の品格
（１）定期テスト・小テスト
（２）定期テスト・ノート
（３）⑴と⑵への取り組み

「読むこと」
（２）イ

２試験の秘密
（１）定期テスト・小テスト
（２）定期テスト・ノート
（３）⑴と⑵への取り組み

「読むこと」
（２）ウ

３変われる国・日本へ

評価の観点及び評価方法
配当
予定
時数

(1) (2) 書くこと 読むこと

 (2) 思考・判断・表現
「書くこと」、「読むこと」の各領域において、論理的，批判的に考える力を伸ばすとともに，創造的に考える力を養い，他者との関わりの中で伝え合う力を高
め，自分の思いや考えを広げたり深めたりしている。

 (3) 主体的に学習に取り組む態度
言葉を通じて積極的に他者と関わったり、思いや考えを深めたりしながら、言葉のもつ価値への認識を深めようとしているとともに、進んで読書に親しみ、言葉
を効果的に使おうとしている。

月 単元名

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等
言語活動

教材

国語科年間指導計画【論理国語演習】

２単位 テーマ別　論理国語　ベストクリア２（尚文出版）

 (1) 知識・技能 実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けている。


